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あらまし ディスカッションの練習や模擬授業など，実習を伴う教育活動では，練習の観察と，グループで
の振り返りといった協調学習的な手法がしばしば用いられる。本稿では，モバイルデバイス向けの観察支
援ツールの設計と開発を行い，実践での適用案を示した。提案ツールには，リアルタイムでの観察に適した
ユーザインターフェイスと，複数の学習者が行った観察結果の共有するための機能を実装した。
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1. はじめに
大学などの教育現場では，ディスカッションや
プレゼンテーションの練習，模擬授業といった，実
習を伴う教育活動が行われている。このような活
動では，発表を観察し，グループで振り返るといっ
た協調学習的な手法がしばしば用いられる [1]。
我々は，このような観察と活動に基づく教育活
動を支援するシステムとして，FishWatchr[2]（以
後，FW）を開発している。FW は，(1) リアルタ
イムに進行する活動や，ビデオ撮影された活動に
対する注記付けの支援，(2)注記結果を用いた，グ
ループでの振り返りの支援を行う。FWの特徴は，
利用者として教師や研究者を想定している，従来
のビデオアノテーションツールなどの研究 [4]と異
なり，学習者自身が観察し，その結果を活用する
ように設計されていることである。
本稿では，リアルタイムの観察を FWより容易
にすることを目的として，モバイルデバイス用の
観察支援ツール FishWatchr Mini(以後，FWM)を開
発する。さらに，FWMの実践への適用案を示す。

2. ツールの設計
2.1 想定する利用形態

FWMの想定利用形態は，次のとおりである。
(1) 学習者が他の学習者の発表を FWMでリアル
タイムに観察する。

(2) FWMで観察結果を閲覧し，発表者にフィード
バックする。または，他の学習者と観察結果
を共有し，グループでの振り返りを行う。

以上の想定に基づき，次の機能を実装する。

• リアルタイムでの観察に配慮し，観察内容の
入力はボタン入力に特化する（テキスト入力や
ビデオ再生の機能は除外しシンプルにする）。

• 観察結果を簡単に共有し，FWなどの別アプリ
ケーションで利用できるようにする。

2.2 システム構成
FWMは，多様なデバイスで動作するようにWeb

アプリケーション (HTML5 + Javascript)として実
装する。また，アプリケーション配布の容易さ，観
察データ共有機能の必要性を考慮し，次のような
サーバ・クライアント構成をとる。
FWM（サーバ）： Webサーバとして，FWM (ク
ライアント)にプログラムを配布する。また，複数
の観察結果の統合・保存・配布を行う。
FWM（クライアント）： モバイルデバイスのWeb
ブラウザから FMW(サーバ)にアクセスする。観察
条件の定義，観察内容入力用のユーザインターフェ
イス，観察結果の処理を担当する。なお，観察結果
はクライアント側に蓄積され，必要に応じて，サー
バに保存する。

3. ツールの機能
3.1 観察内容の入力
図 1に観察内容入力画面を示す。入力できる内

容は，一つの観察に対して，二つの項目である。図
では，「話者名」とその「評価」が入力できるよう
になっている。項目の値は，利用者が観察前に，各
項目ごとに最大８個まで定義できる。
入力する項目，項目の入力順序は，自由に定義

することができる。例えば，図 1の設定では，「話
者」「評価」の順で入力するようになっており，「評



価」が入力された段階で，観察開始からの経過時
間，絶対時間とともに記録される。観察内容は直
近の二つが表示され，必要に応じて，削除するこ
とも可能である。

図 1: 観察結果の入力画面

3.2 観察結果の共有
2.2節で述べたように，観察結果は基本的に FWM
クライアントに保存される。この観察結果を他人
と共有する場合は，FWMサーバに保存し，保存先
の URLを共有する方法をとる。
グループで発表を観察し，グループで振り返る
場合のように，複数の観察結果をまとめて共有し
たい場合は，各自が共通のグループ IDを指定して
観察結果を保存する。全員が保存し終わった段階
で，指定したグループ IDをキーとして，FWMク
ライアントからサーバに問い合わせすると，同一グ
ループ IDが付与された観察結果をまとめてダウン
ロードできる。この際のURLを共有すれば，個々
のメンバーが全員の観察結果を入手できる。

4. 実践への適用案
ここでは，実践への適用方法として，ディスカッ
ション練習への適用案を２例示す。
4.1 グループでの振り返り
一つ目は，グループで観察した結果を統合し，
グループでの振り返り時に利用する方法である。
FWMでの観察が終了したら，3.2節で示した方法
で，観察結果を集積し，ディスカッションのビデオ
映像と共に，FWに読み込む。FWでは，(a)注釈
を付けた箇所を時系列にグラフ表示する，(b)再生
する，(c)コメントを追加するなどといったことが

可能である。特に，(a)の機能により，ディスカッ
ションのどこに，どんな注釈がついたかがわかる
ので，グループで振り返る際に有用である。
4.2 活動者へのフィードバック
二つ目は，ディスカッション練習の当事者へ観

察結果をフィードバックする際に適用する方法で
ある。ここでは大塚・森本 [3]の評価方法を使って
説明する。[3]では，ディスカッション練習の評価
基準として，七つの観点（例：誠実な参加態度，対
等な関係性）を定義し，観点ごとに良い点・悪い
点・点数を記述する。観察時は，この評価基準と評
価値（５段階評価）を FWMの二つの観察項目とす
る。観察結果は，観点ごとの点数の基礎資料とし
て用い，振り返りの際に，口頭でフィードバックす
る。また，ディスカッションをメディアデータで
記録していれば，当事者に観察結果を渡し，FWで
具体的な指摘箇所を確認してもらうこともできる。

5. おわりに
本稿では，観察と活動に基づく教育活動を支援

するシステム FishWatchrのモバイルデバイス版と
して，FishWatchr Miniを設計・実現し，実践への
適用案を示した。FWMは，FWよりもリアルタイ
ムの観察に特化した設計となっている。これによ
り，単独での運用から FWとの連携といったよう
に，より柔軟な運用が可能になると予想される。
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